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 〔 方法ならびに成績 〕 
 対象は右利きの健常成人 18 名（平均年齢 39 歳、男７女 11 名）。運動学習の課題として回転板（竹井製 TKK2110）




（OMM-2001）を用いて、回転板課題中の fNIRS を測定した。入光用ファイバー12 本（780、805、830 nm の３波
長）と受光用ファイバー16 本を 3 cm 間隔で配置し、計 42 チャンネル（Channel 1-42）の酸素化ヘモグロビン（oxyHb）、
脱酸素化ヘモグロビン（deoxyHb）、総ヘモグロビン（totalHb）の変化を記録した。各チャンネルの配置を MNI
（Montreal Neurological Institute）テンプレートを用いて標準脳に置換し、感覚運動野、補足運動野、前補足運動
野、運動前野、前頭前野に関心領域を設定した。脳賦活のマッピングは oxyHb の変化（単位は mM・cm）に基づい
ておこなった。マッピングは 42 チャンネルのタスク時のΔoxyHb を線形補完した。回転板課題中の脳活動の経時的
変化を定量評価するために、タスク時ΔoxyHb から休憩時：ΔoxyHb の差を各チャンネルで計算した。学習成績と
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動野、運動前野、前頭前野で認められ、同部位には deoxyHb の減少も認められたが oxyHb の変化に比して相対的に
小さかった。タスクに関連した oxyHb の活動中心は、運動習熟にともない、前補足運動野から補足運動野にシフトし
た。 
 〔 総  括 〕 





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 運動学習における脳内機構を評価するために、機能的近赤外線スペクトロスコピー（fNIRS）を用いて検討した。
対象は健常成人 18 名。定常速度で回転する回転板上のターゲットを金属棒で追従する 30 秒のタスクと 30 秒の休憩
を１サイクルとし、連続８サイクル反復した。運動技能の習熟は、金属棒がターゲットに接触する時間で評価した。
運動技能は全例で向上し、平均７サイクルでプラトーに達した。同時測定した fNIRS では、タスクに関連した酸素化
ヘモグロビンの上昇が、感覚運動野、運動前野、前頭前野で認められ、その活動中心は、運動習熟にともない、前補
足運動野から補足運動野にシフトした。前補足運動野は学習初期の視運動連関への依存、補足運動野はその後の内部
モデルの獲得を反映すると考えられる。今後この研究はリハビリテーション効果の指標や方法論の検討に寄与するも
のであり、学位論文に値する。 
